
久留米、おおはし以外の生徒には長い休みになってしまいました。
気になる月謝は７月はフル課金。８月分は５月、６月に引き続き出席回数に応じて課
金。９月分は久留米、おおはしに出席した生徒は2,900円。他は課金ゼロ。
　10月分はフル課金になりそうですが、未来は誰にもわかりません。何れにしても
緊急事態だったので個別に対応し月謝を決めて行きたいと考えてます。お手数おか
けしますが宜しく御願い申し上げます。
　これだけ断続的に休みが続くと塾業としての社会的責務、社会的信用問題（塾・
大学を含む学校までがZoomにこだわった最大の理由）やもっとも本質的な生徒の
学力的問題を回避するためにも先生の塾は公共施設ではなくパーマネントな会場
を借りて普通の塾（会社法人）にするべきだ、と方々からアドバイスを賜りました。
　大橋に限らず空き物件は多くある。他方数学教室はコロナ減収による銀行の貸し

出し対象に該当する。借金（300万円が相場？）をして場所を借り、会社法人に大き
くすれば公民館の閉鎖に関わらず授業ができる（月謝も普通の塾の値段になるが）。
　以前、２、３ヶ月続けて来てまた数ヶ月休むを繰り返した理数科の子がいた。定期
試験が終わり微分に入る。当時youtubeは無かったので人間youtubeで何と１回
の授業で積分まで進んだ！問題を指定し演習を繰り返すが月が変わるとまた休む。
　彼女の自宅に電話する。「とっくの昔におたくを辞めたはずです」。
　彼女の手提げバックにはマックの制服が入っていた。どうもバイトしてお金が貯ま
ったら教室に来るを繰り返していたようだ。
　実に身勝手な彼女だがこのような社会的常識がない人が今の世の中を変える人
材になる気が不思議とした。身勝手は正さないといけないが、数学教室は今の形で
人材を創るのを続けていきたい（再開したものの誰も教室に来ないかもしれないが）


